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的に,抗結核剤の MIC は液体培地 を 用 い る
と,接種菌量の大なる程上昇する傾向にあり,
中でも接種菌量による MIC の差の大なるもの
として,PAS,TBI及び PZA を指 摘 して い
る｡一方,同形培地を用いた場合の接種菌量に
よる MIC の変動については,SM,PAS,及び























種菌量の影響を 検討 してみた｡ 即ち Silicone-
CoatedSlide(SS)表面に接種する菌量を種々
に変えて各種抗結核剤の MIC を求め,接種菌
量による MIC の変動が常用の方法 (液体培地
に所定の菌液を滴下する方法)を用いた場合と
いかに異なるかを比較検討 した次第である｡





































び 0.002mg/cc の都合4種類の菌液を作成 し, これ
を実験に供した｡






実 敢 方 法
10%牛血清加キルヒナー培地を10管 1系列のガラス
キャップ付小試験管の第 1管に 3.6cc,第 2管以下に
は 2.0ccづつ注入し, 第 1管には所定の濃度の薬剤
稀釈液 0.4ccを混和, 次いで型の如 く倍数稀釈を9
管迄行ない,第10管を薬剤を含まぬ対照培地とした｡
第 1管に含まれる薬剤の濃度は,SM,KM 及び1314
TH は 10γ/cc,PASは 5γ/cc,INH は 1γ/cc,






ジン菌液を そのまま SS浸活用菌液 として 用いたO














SSC と常用法 とによる 接種菌量別 MIC は
表 1か ら表 6迄 に示 した｡ 又 図 1か ら図11迄
の図には, 各薬剤 ごとに, 両培養法 に於 ける
接種菌量 の多寡 による MIC の変動 を 比 較 し















表2 SSCによる接種菌量別 MIC (その2)
PZA
VM
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が出来る｡ そこで 常用法では培地 2cc当りの
接種菌量を 0.1mg, 0.01mg, 0.001mg 及び
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評価する際 次の諸点を主として 考慮 した｡即
ち,
1) SSC と常用法との間に概観的にみて特
に MIC の差の大きい薬剤があるかどうか ?な
おこの評価には,本実験に於ける中等量接種菌
量 (SSCでは 0.1mg/cc又は 0.01mg/ccの浸
活用菌液を用いた時,又常用法では接 種 菌 量
0.01mg又は 0.001mgのもの)で 4週 判 定に
於ける両方法の MICを比較 した0
2) 接種菌量の多寡による MIC の変動は両
方法のうちいずれが大きいか ?
3) 2週判定と4週判定との間の MIC の差





である｡培養日数による差は両法共 僅 少 で あ
る｡
PAS:中等量の菌接種では両方法に於て MIC










































MIC の差はごく僅かであるが,接種菌量 に よ






















に於て MICが低い｡ DHSM,KM 及び SIに
於てもこの傾向は僅かにみられる様である｡又
接種菌量の多寡による MICの変動 に 関 して
は,常用法に於て,MICの変動がかなり著 明






















































9)東 :京大結研紀要,7(3)増刊第 Ⅰ号 :461,昭34
10)東 :京大結研紀要,7(3)増刊第 Ⅰ号 :468,昭34
ll)東 :京大結研紀要,7(3)増刊第Ⅱ号 :22,昭34
